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祥 史
ボロンに中性子が衝突すると，ヘリウムの α線とリチウムに分かれ，
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を含むア ミノ酸も数多く合成された． thiouracil もメラニ ン合成に働くことが分かり， ボロンと
thiourac』lの化合物が開発されてきている．
脳腫蕩，メラ／ーマといった特殊な腫蕩だけでなく，癌細胞全体に効く化合物の開発も種々試み









の細胞に 109原子の ！DBが必要となる．だから， boronated antibodyのみを deliverysystem iζ使
うと，抗体分子1個あたりに， ものすごい数のボロンをくっつける必要が生じて来る．
Barthらは，thioldisulfide exchangeまたは， succi n i mid y]. und ecahyd rodod ecaborany loropionate 
(SPDP）といった heterobifunctionalreagentを用いて， Na2B12H11SHと抗体を結合させてきた．
ヒトの胸線への polyclonal抗体では， 957ぢの！OBを含む， B12H11SH2ー が抗体1個IC対して， 140個





乙の細胞の抗原エピトープは一個の細胞に 106あり， affinityconstantは L05×lQBMlである．す
べての受容体反応基が飽和されると仮定しでも， 抗体一個あたりに最低限1000個の JOB原子がく
っつく必要がある
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